
学びの流れ／カリキュラム ☆1：外国人留学生のみ
※この内容は2025年3月現在のもので今後変更もあります。

Pick up !

■キリスト教と諸宗教
■統計学Ⅰ
■統計学Ⅱ
■物理学実験
■地学実験
■情報処理演習
■英語Ⅲ
■英語Ⅳ
■中国語Ⅰ
■中国語Ⅱ
■ハングルⅠ
■ハングルⅡ
■学外農場実習

共通教育
■キリスト教と生命倫理
■外国語演習Ⅰ
■外国語演習Ⅱ
■キャリアデザインⅠ
■キャリアデザインⅡ
■博物館実習

共通教育
■基礎演習
■キリスト教学Ⅰ
■キリスト教学Ⅱ
■哲学
■心理学
■文学
■社会学
■日本史
■世界史
■地理学
■法学
■日本国憲法
■経済学
■数学Ⅰ
■数学Ⅱ
■生物学
■生物学実験
■化学
■化学実験
■物理学
■地学
■運動の科学
■体育実技Ⅰ
■体育実技Ⅱ
■情報科学の基礎
■情報処理基礎演習
■英語Ⅰ
■英語Ⅱ
■日本語Ⅰ　☆1
■日本語Ⅱ　☆1
■キャリアベーシック
■キャリア実習
■全学共通科目A
■全学共通科目B
■健土健民・農食環境学入門実習
■建学の精神と農食環境学概論

2年次 4年次3年次1年次

共通教育

■教職入門
■教育原理
■教育心理学

教職課程教育

■特別支援教育論
■教育方法・ICT活用論
■生徒・進路指導論
■教育課程論
■教育相談論

教職課程教育
■特別活動論
■農業科教育法Ⅰ
■農業科教育法Ⅱ
■職業指導Ⅰ（農業）
■職業指導Ⅱ（農業）
■理科教育法Ⅰ
■理科教育法Ⅱ
■教育社会学
■総合的な学習の時間の指導法
■道徳教育指導論

教職課程教育

肉用牛の飼養管理技術を通じて
専門的な知識や技術を習得する

本研究室では肉牛農場でのゼミ活動を通じて、哺乳、育成、
繁殖から肥育まで一貫して飼養管理技術を習得することが
可能です。また、牛の能力評価値、ゲノミック評価値、人工
授精、受精卵移植、体外受精技術等の有効活用方法につ
いて学ぶことができます。家畜人工授精師は人工授精や受
精卵移植の技術のみではなく、牛個体に合った種雄牛の選
定、市場価値の高い子牛生産など幅広い知識が必要です。
近年、資材や飼料価格の高騰により畜産経営が圧迫されて
います。また、牛にも地球環境にもやさしい物質循環に配
慮することが求められます。肉牛農場では食品加工副産物
等の未利用資源利用によるエコフィードを活用した肉牛の
飼養コスト低減技術の研究を2009年より行っています。こ
のように、専門ゼミナールでは実際の飼養管理技術から繁
殖管理技術まで幅広い知識や技術を習得することができる
ため、卒業後の就職先でも役立つものと思います。

西寒水 将准教授
家畜生産改良学研究室

ピックアップカリキュラム1 専門ゼミナール

1体測風景（体長を測定）　 2教室でのゼミナール活動風景　 3ブラッシング

1

2 3

園芸作物の生理生態を深く理解し、
栽培における知識と技術を習得する

本実習は「園芸学」、「野菜園芸学」および「花き園芸学」の
講義と連動しており、園芸作物の生理生態を踏まえた実学
としての栽培技術の習得ができることが魅力です。播種と
育苗から、簡易土壌分析、栽培管理、生育調査、収穫調査
および出荷調整など、栽培における工程を幅広く行います。
播種育苗時には想像ができなかったタマネギやコールラビ、
トマト、アスパラガスなどの生育が観察でき、それらを収穫
し味わうことで、農業技術の深さや魅力を知ることができま
す。また、スマート農業技術についても取り組んでおり、ビ
ニールハウス内のリアルタイムのモニタリングシステムだけ
でなく、外部講師によるドローンの飛行デモンストレーショ
ン等も組み入れて学生の興味喚起を促しています。生産に
関わる基本的な作業だけでなく、専門的な技術も取り入れ
て「知識」が「知恵」となるよう工夫しています。

ピックアップカリキュラム2 作物園芸学実習Ⅱ

1アスパラガスの圃場に設置したフィールドサーバーの観察（ビニールハウス）　 2トマトの生理
障害の観察（ガラス温室）　 3タマネギの病害虫調査（露地圃場）
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園田 高広教授
農場生態学研究室 

■理科教育法Ⅲ
■理科教育法Ⅳ
■教育実習（中・高1免）
■教育実習（高1免）
■教職実践演習（中・高1免）

教職課程教育

■マーケティング論
■卒業研究Ⅰ
■卒業研究Ⅱ
■研究発表
■受精卵移植論

専門教育

■経営学入門
■農業政策学Ⅰ
■簿記・会計学基礎
■物質化学A
■物質化学B
■生化学Ⅰ
■生化学Ⅱ
■植物生態学
■微生物学
■乳肉科学
■循環農学類演習Ⅰ
■循環農学類演習Ⅱ
■土壌学
■草地・飼料作物学
■農業機械・施設学
■農業生産化学
■動物科学入門実験・実習

【動物科学領域】
■動物遺伝学
■動物の栄養学
■動物の機能と形態
■動物の育種
■家畜繁殖学
■動物の行動と管理

【植物生産学領域】
■作物栄養学
■土壌・作物栄養学実験
■応用昆虫学
■植物生理学
■作物生産学Ⅰ
■園芸生産学Ⅰ

専門教育

■農畜産物市場論
■営農システム論
■アグリビジネス論
■農業協同組合論
■食品化学
■栄養生理学
■動物生態学
■気象学の基礎
■野生鳥獣管理学
■食品分析学
■公衆衛生学
■食品衛生学
■畜産物利用学A
■畜産物利用学B
■専門ゼミナールⅠ
■専門ゼミナールⅡ
■農業経営学
■酪農・畜産経営論

【動物科学領域】
■家畜育種・繁殖学実験
■動物の衛生
■家畜管理・衛生学実験
■家畜繁殖技術論
■家畜栄養・生産学実習
■肉用家畜学
■乳用家畜学

【植物生産学領域】
■作物生産学Ⅱ
■園芸生産学Ⅱ
■作物園芸学実習Ⅰ
■作物園芸学実習Ⅱ
■植物遺伝育種学
■植物病理学
■植物育種・保護学実験Ⅰ
■植物育種・保護学実験Ⅱ

専門教育

■農と食の関係学
■農場から食卓までの体験実習
■畜産学総論
■植物生産学入門

専門教育
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生きるを学ぶ。
学びが生きる。

循
環
農
学
類

環
境
共
生
学
類

獣
医
学
類

獣
医
保
健
看
護
学
類

食
と
健
康
学
類




